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    Ｋ Ｐ Ｉ 現状値 

指導農業士の女性農業者の認定数 130人 90人 (R5年) 

地域農業の方針策定などに参画する 

女性の割合 

 

農業委員 

30％ 

農業協同組合役員 

20％ 

土地改良区理事 

10％ 

農業委員 

10.1％(R5年度) 

農業協同組合役員 

2.3％ (R5年度) 

土地改良区理事 

0.7％ (R5年度) 

農福連携に取り組む農業経営体数 250経営体 178経営体 (R5年度) 

イ 地域資源を活用した新たな価値の創出 

（多様な地域資源を活用した付加価値の創出） 

○ 優れた経営感覚を持って６次産業化に取り組む人材の育成や農林漁業者の

経営改善に向けた北海道６次産業化サポートセンターの取組などを推進しま

す。 

○ 民間企業の農業参入や農業関係者との連携を推進します。 

○ 食品産業などと連携し、道産農産物の加工適性や機能性を生かした新たな商

品の開発を推進します。 

○ 食の外部化の一層の進展など食市場の環境変化に対応し、米や野菜などの加

工・業務用途への供給力を強化します。 

○ 農村への農業関連産業の立地・導入などを通じて、農村全体の雇用機会の確

保と所得の向上を促進します。 

○ 農業者を含む多様な主体が地域ぐるみで連携して、食・滞在・体験などを提

供する農村ツーリズムを推進します。 

○ 地域資源を利用したバイオマス発電などの再生可能エネルギーの生産と地

域内活用を推進します。 

 
Ｋ Ｐ Ｉ 現状値 

６次産業化の取組による年間販売金額 2,370億円 2,264億円 (R5年度) 

企業などの農業への参入件数 420法人 364法人 (R5年) 

教育旅行における農家などでの宿泊者数 13,000人 3,620人 (R5年度) 
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ウ 安心して暮らせる農村づくり 

（地域コミュニティ機能の維持・強化） 

○ 農用地や集落の将来像の明確化や、農村が有する豊かな自然を活用した地域

活動など、地域住民による話合いや実践活動を推進します。 

○ 地域課題の解決や地域の活性化に向けて、地域住民が主体となった農村づく

りを支える人材の育成を図る取組を推進します。 

○ 地域における農業者以外の住民などを含めた地域資源を適切に保全する活

動組織の取組を推進します。 

（安全で快適な生活環境の整備） 

○ 営農飲雑用水施設や農業集落排水施設、農道などの農村インフラの維持・強

化や情報通信環境の整備を通じて、農村地域の生活環境の改善を図るとともに、

農村地域の防災力を強化する総合的な防災・減災対策を推進します。 

○ 野生鳥獣による農業被害の防止に向けて、地域の実態に即した効果的な防止

対策を推進します。 

   
Ｋ Ｐ Ｉ 現状値 

地域資源の保全を行う活動組織に参加する農業者 

以外の地域住民などの割合 
33％ 25.2％ (R5年度) 

農業産出額に対する野生鳥獣による農作物被害額の

割合 
0.40％ 0.47％ (R5年) 

 

 ４ 消費者と生産者が支え合う農業・農村の確立 

(1) 現状と課題 

   ○ 食や農業に対する消費者の関心がかつてないほど高まる中、生産者には、消費

者の声に耳を傾け、安全・安心な食料の安定的な生産とともに、地域の農業・農

村に関する積極的な情報提供が求められています。 

   ○ 都市への人口集中と農村の過疎化が進み、食卓と生産現場の距離が広がる中、

消費者には、「食」の大切さや、それを提供する農業・農村の役割や重要性を十分

理解し、生産者とともに農業・農村を支えていくことが求められています。 

  (2) 施策の展開方向 

（食の安全・安心の確保） 

○ 「第５次北海道食の安全・安心基本計画」（令和６年３月策定）に基づき、生

産から消費に至るまでの食の安全・安心の確保に関する施策を総合的・計画的

に推進します。 
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○ 北海道遺伝子組換え作物の栽培等による交雑等の防止に関する条例（平成17

年北海道条例第10号）に基づき、遺伝子組換え作物と一般作物との交雑・混入

を防止します。 

○ 肥料や農薬、動物用医薬品、飼料が適正に流通し、販売及び使用されるよう、

関係法令に基づき、製造・販売業者や農業者に対する検査・指導などを実施し

ます。 

○ 食の安全・安心に関するリスクコミュニケーションを推進します。 

○ 農産物検査制度の適正な運用や米トレーサビリティ法、牛トレーサビリティ

法の遵守を図ります。 

  （食育・地産地消の推進） 

○ 「第５次北海道食育推進計画」（令和６年３月策定）に基づき、食育の取組を

総合的に推進します。 

○ 関係者が一体となって食育や地産地消などを総合的に推進する「愛食運動」

を道民運動として展開します。 

    ○ 地域固有の食文化や伝統などの継承に向けた取組を推進します。 

○ 道内流通関係者と連携した道産農産物の地産地消を推進するとともに、外

食・観光産業、食品加工業など関連産業における道産農産物の活用を促進しま

す。 

○ 消費者と生産者との交流活動などによる相互理解の促進や食に関する情報

発信により、「顔が見え、話ができる」関係づくりを推進します。 

（都市と農村との交流の拡大） 

○ 農泊や農村ツーリズムを通じて都市・農村交流を促進するとともに、農村を

訪問した都市住民が、引き続き、その地域へ関心を持ち、様々な形で地域と関

わる関係人口の裾野を広げる取組を推進します。 

○ 子どもたちが農業・農村への理解を深めることで、豊かな人間性などを育む

効果や、将来の関係人口として地域を支える人材となることが期待される子ど

も農山漁村交流などの取組を推進します。 

○ 地域ごとに特色のある本道農業・農村の魅力や情報を道内外に発信するとと

もに、都市住民と農業者の交流を促進します。 

○ 子どもたちや都市住民などが、本道の食や農業・農村に対する理解を深める

学習機会を充実します。 
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Ｋ Ｐ Ｉ 現状値 

食育の取組件数 

（学校、市町村、団体・ボランティア） 
1,800件 1,699件 (R5年度) 

学校給食における地場産品の使用率 50％ 47.3％ (R5年度) 

北海道農業・農村の魅力を発信する道のSNS 

フォロワー数 
10,000人 584人 (R5年) 
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第４章 地域農業・農村の「めざす姿」と主な取組の方向 

 １ 「めざす姿」の位置付け 

    この「めざす姿」は、総合振興局・振興局が、農業者や市町村、農業団体などと共

に、おおむね10年後を見据えた地域農業・農村の目指すべき将来像と、その実現に向

けて、地域関係者と連携しながら推進する主な取組の方向を明らかにしたものです。 

 ２ 地域農業・農村の「めざす姿」 

総合振興局・振興局を基本とした12地域の農業・農村の「めざす姿」とその実現に

向けた主な取組の方向を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

空知 「土づくり」と「人づくり」を柱に成長し、地域を元気にする空知農業 

生産性の高い宗谷酪農と豊かで活力ある地域コミュニティ 
石狩 食卓から広がる絆で、人と地域を未来につなぐ石狩農業 

後志 多様な地域の特性を活かしたブランド力ある後志農業 

胆振 未来へ続く いぶり農業 ～すばらしく 力強く かっこよく～ 

日高 未来へ駆ける！魅力あふれる“ＨＩＤＡＫＡ農業” 

渡島・檜山 小さくとも「キラリと輝く！！」道南農業 

上川 将来の担い手に選ばれる輝く上川の農業・農村 

留萌 農業者と消費者が共に歩む「バラエティ豊かな」留萌農業 

宗谷 生産性の高い宗谷酪農と豊かで活力ある地域コミュニティ 

オホーツク “クール”な大地で“ホッと”に農業 

十勝 日本の食料生産を支え、地域を豊かにする十勝農業 

釧路・根室 我が国の酪農を牽引し続け、次の世代が夢を持つことができる根釧酪農の確立 

めざす姿 振興局名 
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１ 地域農業の特色 

〇 空知地域は、豊かな水資源と広大な農地を活用し、

全道一の作付けを誇る稲作を主体にして、小麦・大

豆など土地利用型の畑作や野菜・花きなどの園芸、

畜産を取り入れた多様な農業が展開されています。 

○ 管内の農業産出額は1,082億円（R5）で、米の割合

が最も高く488億円（全道１位）、次いで野菜が292億

円、畑作が113億円、畜産が122億円、花きが40億円

（全道１位）となっています。 

２ 現状と課題 

〇 空知地域は全道の「田」の約４割を有

する水田地帯で、良食味米のほか、加工

用米など多様なニーズに対応した米づ

くりが展開されています。 

○ また、水田を活用した小麦、大豆など

の土地利用型作物も盛んで、乾田直播栽

培を活用し、水稲と畑作物を取り入れた

「空知型輪作」が広がりつつあります。 

○ 担い手の減少により、１経営体当たり

の経営耕地面積は今後も拡大すること

が予測されており、労働力不足や地域コ

ミュニティ機能の低下も懸念されてい

ます。 

３ 地域農業・農村の「めざす姿」 

「土づくり」と「人づくり」を柱に成長し、地域を元気にする空知農業  

○ 「土づくり」（生産振興）を柱に、水稲をはじめとした農産物の省力化生産体系の確

立や生産性の向上、広域的な耕畜連携体制の構築、高収益作物の導入、農業生産基盤

整備の推進などに取り組み、食料を安定的に供給しながら持続可能な農業・農村とな

っています。 

○ 「人づくり」（地域振興）を柱に、将来を牽引する人材の育成や多様な人材の受け皿

づくり、新規就農者の支援、農村の振興、農地の保全などに取り組み、誰もが安心し

て住み続けられる農業・農村となっています。 

 

空知地域 

空知型輪作 
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４ 「めざす姿」の実現に向けた主な取組の方向 

(1) 土づくり（生産振興） 

○ 経営規模が拡大する中にあっても、主食用米の安定生産を

可能にするため、乾田直播栽培技術など良食味米の省力化生

産体系の確立に取り組みます。 

○ 水田を活用した畑作物の生産性向上を図るため、空知型輪

作の定着を図ります。 

○ 環境に配慮した土づくりのため、広域的な耕畜連携や飼料

用作物の導入による地力増進と土壌排水性の向上に取り組みます。 

 

 

 

 

 

○ 農業所得を安定的に確保するため、省力化技術の実践によ

り、園芸作物など高収益作物の導入を促進します。 

○ 生産コストの低減や生産性向上を図るため、スマート農業の

導入に対応した農地の大区画化や、排水対策及び地下かんがい

施設の導入などの基盤整備を計画的に推進します。 

(2) 人づくり（地域振興） 

○ これからも基幹産業である「農業」を中心に空知地域の活性化を図るため、10年

後、20年後の地域農業の発展と地域の活性化を牽引する人材育成に取り組みます。 

○ 多くの人を地域に呼び込みながら、魅力あるコミュニティづくりを進めるため、

幅広い人材を受け入れることができる法人や作業受託組織などの設立を進めます。 

○ 空知を選んだ人たちが安心して暮らせるよう新規就農者などへの支援体制を構築

します。 

○ 自然災害の頻発化に対応するための農業水利施設の長寿命化・耐震化などの推進

と、農村に人が住み続けられる生活環境を確保するための情報通信環境や農業集落

排水施設などの整備に取り組みます。 

○ 農地の保全に資する地域の共同活動が継続するための取組を推進します。 

 

 

 

 

【取組事例】広域的な耕畜連携体制の実現 

耕畜連携の鍵となる耕種農家・畜産農家がそれぞれ求める

飼料と堆肥の品質条件の相互理解により、水稲生産集団であ

る田藁屋の稲WCSと胆振管内畜産農家のペレット堆肥との

耕畜連携が実現。引き続き、空知の強みである水田を生かし

た耕畜連携の取組を広げていきます。 

乾田直播栽培に係る現地調査 

耕畜連携により生産した 

牛肉・野菜の発表会と試食会 

基盤整備事業により 

大区画化された農地 

優良農業法人の取組を聞き取り 新規就農者への研修 農業用ため池の耐震補強工事 

施工前 施工後 
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１ 地域農業の特色 

○ 石狩地域は、６市１町１村からなり、全道の人口の

47％（237万人）が集中する大都市圏を形成しており、

都市近郊の利点を活かした農産物の直売、農業体験な

どが盛んに行われています。特に農産物直売所につい

ては203ヶ所（道内１位）あり、JAや市町村が関わる

主要な直売所の売上は５年前と比べて４割増となっています。 

○ 石狩川などの豊かな水を利用して、稲作を中心に発展してきましたが、昭和45年

（1970年）からの米の生産調整を契機に、小麦や豆類などの畑作、野菜、花きを含め

た複合経営が進展してきました。 

○ 道内において、水稲の作付面積は３位、ブロッコリーは２位、レタスは１位、花き

の産出額は２位、採卵鶏羽数は１位であるなど、生産上位の作物が多くあり、多種多

様な農産物が生産されています。 

○ 令和２年（2020年）の１経営体当たりの経営面積は14.2ha、基幹的農業従事者の平

均年齢は61歳となっており、道総研による個人経営体数の予測結果では、令和２年

（2020年）から令和12年（2030年）に３割の減少となっています。 

２ 現状と課題 

○ 個人経営体の減少や農業従事者の高齢化の進行を踏まえ、地域農業の担い手として、

新規就農者を育成・確保していくことが重要な課題となっています。 

○ 経営規模が拡大する一方、労働力不足が生じていること、気候変動に適応しながら

農業生産活動を進めていかなければならない現状を踏まえ、経営安定化のための省力

化技術の導入や生産技術力の底上げが課題となっています。 

○ 豊富な農産物が生産されていることや消費者に近い立地を活かし、地域農産物の魅

力発信を強化していくことや気候変動が進む中、地産地消への更なる理解を深めるこ

とが必要です。 

３ 地域農業・農村の「めざす姿」 
 

 

○ 農業に関心を持つ様々な世代による新規就農者が地域に溶け込み、活力ある地域農

業が展開されています。 

〇 農業生産活動の省力化や生産性の向上の取組が進み、道央圏をはじめ各地に供給され

ることで、地域農業と消費者の結び付きが強まり「食を味わい、食を楽しむ」輪が広が

っています。 

〇 消費者が石狩農業の魅力を深く理解することで、地域農業との信頼関係が築かれ、

未来にわたって強い絆で結ばれています。 

石狩地域 

食卓から広がる絆で、人と地域を未来につなぐ石狩農業 
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４ 「めざす姿」の実現に向けた主な取組の方向 

  (1) 新たな担い手の育成・確保 

   ○ 女性を含めた単身で就農する事例が出てきたことをはじめ、石狩の地域性を活

かした幅広な形態での参入を推進するため、積極的な情報発信などを進めます。 

○ 経験の浅い新規就農者や新たに付加価値のある作物を導入する農業者につい

て環境モニタリング技術を活用した営農方式の導入などを推進します。 

 

＜これまでの取組＞ 

 管内全地域で地域担い手育成センターが整ったことや、時代に合った

受入条件のもと、施設園芸において女性の単身就農が実現するなど新し

い姿ができつつあります。 

  (2) 経営安定に向けた環境づくり 

   ○ 区画整理などの農業生産基盤整備を計画的に進めることで、農地の利用効率を

高めるとともに、作業の省力化や生産性向上を可能にするスマート農業技術の導

入を促進します。さらに、流通・販売を含めた農業全体の効率化を図るAI技術な

どを活用した農業DXの取組を推進します。 

○ 気候変動のもとでも収量を安定的に確保できるよう、地域の優良農業者の技術

を広げるなど、地域全体の技術レベルを底上げする取組を推進します。 

 

＜これまでの取組＞ 

 スマート農業技術に係る技術情報を提供するセミナーや体験する

研修会を開催しました。また、環境モニタリングデータを活用した

実証試験を行いマニュアル化し、普及を進めています。 

  (3) 地域農産物の魅力発信 

   ○ 多くの消費者が訪れ、親近感が増している直売所の更なる売上げ増を目指し、

バラエティーに富んだ食材や調理方法の発信など、購買意欲を高める取組を推進

します。加えて、食生活が環境に与える影響を数値化するフードマイレージ（※）

の重要性を発信するなど、地産地消の取組を推進します。 

 ※ フードマイレージとは、食料の輸送量に輸送距離を掛け合わせた指標。地域

の農産物を食べることにより、輸送距離が短くなり、輸送に伴うCO2の排出量

が削減され、環境負荷低減につながります。  

 

＜これまでの取組＞ 

 石狩産食材の魅力を発信することで、石狩管内の直売所は年々多

くの消費者でにぎわいを見せています。 
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１ 地域農業の特色 

後志地域は、日本海側気候に属し、春から夏に

かけては温暖で、冬は降雪量が多い気候ですが、

多様な地勢のため地域により気候が異なり、各地

域で特色ある農産物が生産されています。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 現状と課題 

   後志管内の農業経営体（個人経営体）は、令和 17 年（2035 年）までに令和７年（2025

年）比で約３割の減少が推計されているほか、管内の総人口も約２割の減少が見込ま

れており、担い手の確保が喫緊の課題となっています。 

また、近年、エゾシカやアライグマなどによる農作物被害が深刻化しています。 

３ 地域農業・農村の「めざす姿」 

多様な地域の特性を活かしたブランド力ある後志農業 

○ 省力化技術の普及や基盤整備、多様な人材の活躍などにより、１経営体当たりの経

営耕地面積が増加し、地域全体の生産量が維持されています。 

○ 多様な気候や地勢を活かしたバラエティ豊かで高品質な農産物は道内外から高く

評価されるとともに、管内リゾート地を訪れる国内外の方に認知されるなど、ブラン

ド力の向上により、農業者の収益向上・経営安定が図られています。 

○ 北後志地域では、果樹産地が発展するとともに、さつまいもなどの新たな基幹作物

が生産されています。また、全道一の生産量を誇るミニトマトを中心とした高品質な

野菜類の一層の安定供給によりブランド力が高まっています。 

○ 岩宇地域では、環境保全型農業の推進などにより水稲、すいか、メロン、スイート

コーンなどの安全・安心で高品質な農作物が安定的に生産され、「らいでん」ブラン

ドが強化されています。 

○ 羊蹄山麓・南後志地域では、省力化技術等の活用により高品質な農産物を消費地に

安定供給する体制が確立され、生食用馬鈴しょやだいこん、にんじんなどの「ようて

い」ブランドや、「らんこし米」ブランドが強化されています。 

後志地域 

北後志地域は、温暖な気候を活かした果

樹栽培が盛んな地域で、りんごやおうと

う、ぶどうのほか、ミニトマト、パプリ

カ、花きなどが生産されています。 

また、醸造用ぶどうの生産も多く、品質

の優れたワインが製造されています。 

岩宇地域は、比較的降雪量が少なく、主

に、水稲やすいか、メロン、生食用馬鈴し

ょ、スイートコーンが生産されています。 

羊蹄山麓地域は、道内

有数の豪雪地域で、生食

用馬鈴しょのほか、だい

こんやにんじん、ゆり

根、アスパラガスなどの

全国屈指の産地です。ま

た、道内有数の良食味米

である「らんこし米」も

生産されています。南後

志地域は、酪農や種馬鈴

しょなどの生産が盛んで

す。 

がんう 
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◆「多様な担い手の確保・育成」に関する取組 

令和６年、地域農業への貢献や女性農業者の 

確保・育成を図るため、「ようていあぐり女子 

広場」が設立され、普及センターとの連携によ 

り、女性農業者同士の座談会や農業技術を学ぶ 

講座などを開催しています。 

 

４ 「めざす姿」の実現に向けた主な取組の方向 

(1) 多様な担い手や人材の確保・育成 

  ○ 親子間の経営継承等を一層促進するため、経営基礎の早期習得などを支援します。 

  ○ 関係機関が連携して新規参入希望者の就農までの受入体制を整備します。 

  ○ 新規就農者や若手農業者の知識・技術の向上や相互交流を促進するため、研修会

等を開催します。 

  ○ 生産性向上や労働負担の軽減につながる営農支援組織の育成や協業化・法人化を

推進します。 

  ○ 他産業を含めた関係機関の連携による人材マッチングの取組や農業体験を推進し

ます。 

 

 

 

 

(2) 農業生産基盤の整備と生産性・作業性の向上 

  〇 計画的な農地集積や基盤整備による農地の大区画化を推進します。 

  〇 ドローンによる農薬・肥料の散布やハウスの環境制御技術など、省力化やコスト

低減につながる地域実態に即したスマート農業技術の普及を推進します。 

〇 老朽化した共同利用施設の再編集約や合理化対策を推進します。 

  〇 ジャガイモシストセンチュウのまん延防止など、病害虫の防除対策を徹底します。 

〇 近年の気候変動を踏まえた新品種の普及を図ります。 

(3) 高付加価値化農業の推進 

  ○ 環境と調和のとれた持続可能な農業の展開に向けて、クリーン農業やGAPの取組

を推進します。 

 ○ 地域の特産品化に向けた製品開発など、高付加価値化を実践する農業者の活動を

促進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 鳥獣被害防止対策 

  ○ エゾシカやアライグマ、ヒグマなどの野生鳥獣による農作物被害防止・軽減を図

るため、地域の実態に即した効果的な被害防止対策を推進します。 

◆「高付加価値化農業の推進」に関する取組 

 ・蘭越町では、製薬会社や大学と連携し、世界

で唯一の紫蘇（下阿達（しもあだち））を栽培し

ています。さらに、高麗人参などの薬用作物も

高収益農産物として生産を進め、特産品化に向

けて取り組んでいます。 

 

・仁木町では、農業者等が研究会を設立し、

スイーツや干し芋など利用用途の広いさつ

まいもの栽培に取り組んでいます。 
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１ 地域農業の特色 

〇 胆振地域は、冬は温暖、夏は冷涼な気候を活か 

し、比較的経営規模は小さいものの、バラエティ 

に富んだ農産物の生産が行われています。 

○ 東部では、水田農業を中心に、トマトなどの施 

設野菜やブロッコリーなどの露地野菜、小麦や大 

豆などの畑作物のほか、花きや果樹（ハスカップ）、

酪農、和牛、軽種馬の生産も盛んです。 

○ 西部では、露地野菜や施設野菜の生産が盛んなほか、高級菜豆、果樹（りんごなど）、

水稲、さらには酪農・畜産も営まれています。 

○ 大規模な植物工場による野菜の周年生産や、道内の飼養羽数の２分の１を占める養

鶏が盛んなことも特徴です。 

２ 現状と課題 

 〇 高温や局地的な大雨による農作物・家畜への影響や鳥獣による農業被害、さらには

家畜伝染病の発生などから生産の減少や品質への影響が出ているほか、資材価格の高

止まりなどから経営への負担が増加しています。 

○ 農業経営体の減少や高齢化に伴い、１経営体当たりの経営面積が拡大していますが、

労働力不足などで遊休農地の拡大や耕作放棄地の発生も懸念されることから、地域農

業を持続していく上で、担い手の確保が重要な課題となっています。 

○ 米不足を契機に消費者の米生産をはじめ農業への関心が高まっていることから、消

費者と生産者の相互理解を深めることが重要です。 

３ 地域農業・農村の「めざす姿」 

未来へ続く いぶり農業 

～すばらしく 力強く かっこよく～ 
 

○ 生産者の優れた栽培技術やスマート農業技術の活用、農業生産基盤の整備を進め、

高温や鳥獣被害､家畜伝染病といった諸課題を克服し､安定した生産が行われています｡ 

○ 意欲ある担い手への農地の集積・集約化により農地が活用されるとともに、次世代

の人材や雇用者が活躍し、地域農業が維持されています。 

○ 「いぶり五大遺産」などの地域資源などを活かしながら、胆振農業や地域農産物の

魅力が広く浸透し、消費者と生産者が支え合う農業・農村が展開されています。 

胆振地域 


